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資料１ 別紙１

令和８年度西成区関連予算（案）概要
【重点的に取り組む事業説明資料】
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西成区こども生活・まなびサポート事業

令和８年度の取組内容

155,122千円令和８予算額

サポートが必要な児童生徒に対して、寄り添い型の支援（遅刻・不登校の対応、学習

姿勢を向上させるための支援等）を行う支援員等を配置し、学びの場への定着を図る
目的

①学習姿勢を向上させるための支援
・区内全１０小学校に支援員を配置し、幼稚園・保育所等と小学校のギャップから
授業に集中できない児童に寄り添い支援を行い、学習に向かう姿勢の定着を図る。

②登校支援・訪問支援
・区内全１６小中学校に支援員を配置し、電話・家庭訪問などにより児童生徒の登校を促すとと
もに、家から出にくい児童生徒に対して、自宅に訪問し、学習支援、相談対応などを行う。

③居場所支援

・区内３中学校に支援員を配置し、学校内で教室以外に登校できる居場所（別室登校）を確保し、
見守りを行う。
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外国につながる児童生徒の学習言語定着支援事業

令和８年度の取組内容

多文化共生施策の推進に向けて、日本語で日常会話はできるが、学力に課題がある児童生徒を
対象に、母国の学校では教わっていない内容や、日本語習得中に授業を受けたため十分に
理解できていなかった内容などの補習を行うために放課後学習を実施し、教科学習を通した日
本語指導を行うことにより、学習に使う日本語（学習言語）の定着と学力の向上を図る

目的

・事業対象 西成区の小中学校に在学する小学校４年生～中学校３年生のうち、帰国・
来日等により学力に課題があり、日本語で日常会話ができる児童生徒。

・実施方法 区内の小中学校のうち２か所(岸里小、鶴見橋中)で放課後学習を実施する。

・実施内容 児童生徒１～３名に対して講師を１名配置し、
「やさしい日本語」を用いて、
個別の学習指導を行う。

・実施時間 週１～２回
小・中学生：各回１～２時間 年間100時間

12,120千円令和８予算額
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発展型学習支援事業（西成ジャガピスクールアドバンス・西成特別進学塾）

令和８年度の取組内容

小学校５年生～中学校３年生を対象に、家庭の経済状況に関わらず本人が志望

する高校へ進学ができるように、学習機会を提供し、更なる学力向上をめざす。
目的

場所：区内全小学校（10か所：定員140名）

教科：国語・算数・英語

時間：年間100時間

小３・４対象の西成ジャガピースクールから

ステップアップし、学習意欲のある児童に

対して発展的な授業を実施する。

小５・６（西成ｼﾞｬｶﾞﾋﾟｰｽｸｰﾙｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ）

場所：区内中学校（２か所：定員80名）

教科：国語・数学・英語（中３：理科・社会）

時間：中１・２は300時間、中３は340時間

（※家庭学習時間を含める）

学習意欲のある成績中上位層の生徒に対し

て、学力に応じたクラス分けを行い、発展的

な授業を実施する。

中１～３（西成特別進学塾）

23,359千円令和８予算額
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こどもの読書活動推進支援事業（未就学児）

令和８年度の取組内容

1,168千円令和８予算額

子どもへの絵本の読み聞かせを促進することで、子どもと保護者の愛着形成や

早期からの読書習慣形成、子どもたちの学習意欲の醸成、将来の学びの場への

スムーズな定着を図る。

目的

・事業対象 区内保育所（17か所）及び幼稚園（３か所）に通う

未就学児とその保護者

・実施内容 「えほんよみかきかせカード」を配付し、読み聞かせ

に取り組んだ家族に賞状と参加賞を授与する。

希望する保育所及び幼稚園で区長表彰を実施する。
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第三期⻄成特区構想：⼈⼝減少に⻭⽌めをかける。
18〜25歳の若年層が流入増加も、就学前世帯（0〜5歳・25〜35歳）は転出超過。

⇒まちづくり（住環境）とともに、教育環境を充実し、住み続けてもらう。
◆子育て世帯の幅広いニーズに応え、「大阪市平均の学力」「不登校の実質ゼロ」の実現に向けて取り組む。



天下茶屋駅周辺地域が若者や子育て世帯から選ばれる「住みたい・住み続

けたいまち」となるよう、天下茶屋のエリアイメージと価値を高めるモデル事

業の取組や、駅前市有地の活用に関するまちづくり検討調査を実施する。

天下茶屋駅周辺地域のまちづくり検討調査事業

令和８年度の取組内容
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目的

令和８予算額 15,471千円

令和７年度の取組から改良・発展したモデル事業を実施

（取組の柱）イメージ発信、ファンづくり、地域共生

【駅周辺】

【駅前】 駅前市有地を活用したまちづくり

令和７年度に実施したマーケットサウンディングの結果を
踏まえ、駅前市有地の活用に向けた開発条件の精査など
を実施

天下茶屋駅東側を中心としたまちづくり

位置図

第三期西成特区構想に基づくまちづくり


